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国際協力の事例紹介：
上位目標は鉱業振興だが、資金や実施期間の上から個々
の鉱山開発まで行うことは不可能、技術移転を通した人材
育成を行った。
このようにして、鉱業への投資環境(人材)を整え、外資の鉱
山会社を呼び込む。

Upper goal is to develop mining industry.

Each mine development is hard under time and finance 

limit.

Through technical transfer, geology and mining 

activities will develop in the country.

Then, foreign investment will accelerate geological 

survey and mining activity.
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Main project 1994.3-1999.3

After care project 2002.3-2004.3

今までのソ連の指導下で行われていた地質鉱物調査を西
側の市場経済化のもとで行える体制づくり。例えば、成果
を英語での発信できるようにし、西側企業の投資環境を整
える。

機器を導入し、その利用法などの技術移転を行う。若手職
員を育て、プロジェクト撤退後も自立して継続できる体制づ
くり。

国際協力事業団(機構)のプロジェクトタイプ技術協力として実施
Cooperation of Project Type in JICA scheme

モンゴル地質鉱物資源研究所プロジェクト
JICA Institute of Geology and Mineral Resources of 
Mongolia project



プロジェクトの柱
Main parts of the project

・専門家派遣：
Dispatch of the experts

・機材供与：
Donation of the equipment

・カウンターパート日本研修：
Training in Japan



・専門家派遣： Experts
長期専門家 Long term experts
リーダー Project adviser (Leader)
調整員 Project coordinator
地質学 Geologist
鉱床学 Economic geologist
化学分析Chemist
（工業技術院地質調査所、同和鉱業株式会社から派遣）

短期専門家 Short term experts
調査シーズンに地質、鉱床の専門家

Geologists and Economic geologists in field season
化学分析や薄片製作の専門家

Chemists and Engineer for laboratories
地理情報システムの専門家、機材据付（メーカーから）

Expert of geographical information system
Engineer for installing equipment



・機材供与： Donation of equipment
調査機材（ハンマー、幕営機材、車両）
For field survey,
Survey equipment, logistic equipment and vehicles

分析機材
AAS 原子吸光分析装置 AAS 

(Atomic Absorption Spectrometry)
ICP 誘導結合プラズマ発光分光分析装置

(Inductively Coupled Plasma Optical Emission 
Spectrometer)  

XRD Ｘ線回折装置
(X-Ray Diffraction)



・カウンターパート研修： Training in Japan
日本で2ヶ月 Around two months in Japan
約20人 Around twenty persons

派遣先と研修内容 Contents of training
地質調査所 Geological Survey of Japan
同和鉱業 Dowa Mining Company
島津製作所 Shimadzu Corporation

鉱山見学 Visiting Mines
地質見学 Geological Excursion
学会参加 Participation in Academic Society
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プロジェクト関係機関
Cooperative organization 

日本側 Japan side

• 地質調査所、産総研・地質情報研究部門 (GSJ)

• 資源エネルギー庁鉱業課(鉱物資源課) (ANRE)

• 同和鉱業株式会社(DOWA)

• 国際協力事業団(国際協力機構) (JICA)

• 金属鉱業事業団(石油天然ガス・金属鉱物資源機構)

(MMAJ, JOGMEC)

モンゴル側 Mongolian side

• モンゴル鉱物資源庁地質課 (MRAM)

• モンゴル地質調査センター(地質鉱物資源研究所) (MGS)

• モンゴル地質中央分析所 (CGL)
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・地質調査や分析方法の技術移転
Technical transfer of geology and chemistry
・20万分の1地質図6区画作成、金鉱床発見
Quadrangle geological maps, Find of gold deposits
・英文雑誌の編集・出版
Editing of English geological journal
・国内及び国際学会の開催
Organizing of domestic and international 
conferences

・インターネットの普及で世界へ情報発信
Distributing geological information of Mongolia

プロジェクトでは何を行ったか？
Output from the project



化学分析
Chemical analyses in 
Central Geological 
Laboratory

化学分析などは地質中央
分析所で行われた。技術
者のうち女性が半分以上
を占めている。
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East Eurasian Geological Seminar

(東ユーラシア地質会議)

• 1998年、はじめての英語による会議として注目

• 2003年、中国や韓国の研究者を招待、日本から
も参加、北東アジアの会議として認知度高まる

• 2005年、2007年、・・、モンゴルの研究者が独自
運営

国際会議の開催
International Meeting



第1回東ユーラシア地質会議
First East Eurasian Geological Seminar

講演風景 （1998年10月）
スライドプロジェクターやOHP
を使っていた
Attention classical 
communication tools

見学会風景
ロシア製バスやジープを使う
Old Russian bus and jeep are 
used
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• 旧社会主義国(ロシア語圏)

から英語で西側に情報発信

→投資環境の整備に貢献

(外資系鉱山会社の情報源)

(国際共同研究のシーズ作り)

• Mongolian Geoscientist

• 1996年10月創刊

• プロジェクト終了後は

モンゴル側が独自編集

• インターネットでも公開

英文雑誌出版
English geological journal



Gold Deposits in Mongolia. Mongolian Geoscientist, 
no.1, 1996.

英文雑誌の創刊号に載った論文の一部。当時、英語
の金鉱床に関する貴重な情報であった。雑誌は国内
外に出回り、外資系鉱山会社の探査に活用された。



モンゴル地質学会からの発信

HP of the Geological Society of Mongolia

Current issue of
Mongolian Geoscientist

現在この雑誌の編集
印刷はモンゴルで行
われている。日本の
プロジェクトが創刊し
たことを知る人は少な
くなった。



モンゴルのオンラインジャーナル
Mongolia Journals Online



“Mongolian Geoscientist”がオンラインで
閲覧できるようになった



Mongolian Geoscientist



Mongolian Geoscientist
https://www.mongoliajol.info/index.php/MGS



地質図の作成
Geological maps in central Mongolia

20万分の1地質図を6区画作り地質基礎資料となった。
20



地質図説明書表紙
Cover of Explanatory 
text  of Geological Map 

モンゴル中西部のバヤンホ
ンゴル地域を対象とした。

地質図の編集にあたっては
地理情報システム(GIS)を積

極的に導入した。モンゴルで
最初のGISにより編集した地
質図である。
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現地に半年キャンプ、地質調査員のほか、ドライバー、コッ
クも含め、総勢20人前後が一チーム

モンゴル地質調査隊
Geological survey party in Mogolia
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調査へ向う
Field work

ロシア製ジープで砂漠を移動

日本製四輪駆動も活躍
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地質調査中の議論
Discussion during geological survey

日本人が混じった調査では、お互いの経験に基づき調
査結果を議論した。
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鉱物資源を求めて
Mineral exploration

地表調査で鉱物資源の可能性がわかればトレンチを掘り精査



鉱床調査Mineral exploration
(Checking core samples)

鉱兆地でボーリングを金属鉱業事業団のプロジェクトと
して行った。その試料を研究所に持ち帰り検討した。



調査中での地元の人々とのふれあい
Contact with people in country side

調査中は地元の人々のふれあいがある。幕営している
ので安全面で心強い。


